
　

2019/12/31 2020/6/30 2020/7/22
（前年末） （前月末） （前週末） 水準 日付 水準 日付

日経平均 円 23,656.62 22,288.14 22,751.61 24,448.07 2018/10/2 16,358.19 2020/3/19
NYダウ ﾄﾞﾙ 28,538.44 25,812.88 27,005.84 29,568.57 2020/2/12 18,213.65 2020/3/23
円/ﾄﾞﾙ 円 108.61 107.93 107.15 114.73 2017/11/6 101.19 2020/3/9

過去３年高値・安値はザラ場ベース / 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成 　

　　　　　　　　　

 

単位
過去3年高値 過去3年安値

今週の日本株市場は、日米の決算内容を見極める姿勢が強まる中、新型コロナウイルスの感染拡大や米中関係の悪化懸念が重しと

なり、軟調な展開を予想しています。

国内企業の4-6月期決算発表が本格化しますが、半導体関連企業などが堅調な半面、飲食・小売を中心にその他多くの企業は厳し

い状況にあるとの認識は共有されており、個別銘柄の物色に変化はみられても、指数全体に与える影響は限定的と考えています。

28-29日のFOMCでは現状の金融緩和策が維持され、株価の下支えに働くとみる一方、①新型コロナウイルスの感染拡大に歯止め

がかからず、行動制限措置が課される懸念があること、②米中関係の悪化が続いていることなどは株価下押し材料になるとみてい

ます。また、米国では大手IT企業の決算発表が予定されていますが、近く開催予定の独占禁止法を巡る議会の公聴会と併せて関連

銘柄の利益確定売りが進む可能性も想定されます。

その他の注目材料として、日本では31日の失業率、鉱工業生産、米国では28日の消費者信頼感指数、30日のGDP、欧州では31

日のGDP、CPI、中国では31日の非製造業・製造業PMIなどが挙げられます。

～ 日米の決算内容を見極める姿勢が強まる中、新型コロナウイルスの感染拡大

や米中関係の悪化懸念が重しとなり、軟調な展開 ～

本資料は、朝日ライフ アセットマネジメント（以下、「当社」といいます。）が、投資の参考となる情報提供を目的として作成したもので、特定の商品に対する投資勧誘を意図するもので

はありません。本資料は当社が信頼できると判断した情報に基づき作成しておりますが、その正確性、完全性を保証するものではありません。資料中に記載されたグラフ、数値等は過

去の実績であり、将来の運用成果等を保証するものではありません。また、コメントについては作成日時点での判断であり、将来予告なく変わることがあります。最終的な投資決定は

お客様ご自身の判断でなさるようにお願いいたします。
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週刊日本株レポート （8/8～8/12）

＜日本株（日経平均）＞ ＜米国株（NYダウ）＞ ＜円/ドル＞

１．日米株式と円／ドルの推移

（注）チャートは過去1年

2020年7月27日作成
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週刊日本株レポート （7/27～7/31）

１．日米株式と円／ドルの推移

４．日本株市場 今週の見通し

金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第301号

加入協会：一般社団法人投資信託協会/一般社団法人日本投資顧問業協会

URL：http://www.alamco.co.jp

先週の日本株市場は、週間ベースで日経平均が＋55.19円（＋0.24％）、TOPIXが▲0.89ポイント（▲0.06％）となり、根強い

景気回復期待と、新型コロナウイルスの感染拡大懸念や連休中のイベントに対する警戒感に挟まれ、概ね横ばいとなりました。業

種別（東証33業種）でみると、電気機器、鉱業、金属製品などの11業種が上昇した一方、空運業、陸運業、鉄鋼などの22業種が

下落しました。

週初の20日は、国内企業の4-6月期決算本格化や4連休を控え積極的な売買が手控えられる中、新型コロナウイルス感染症のワク

チン開発への期待や日銀によるETF（指数連動型上場投資信託受益権）買入れへの期待感などから底堅く推移しました。21日は、

EU（欧州連合）首脳会議において、総額7,500億ユーロの復興基金で合意したとの報道を受け続伸しました。22日は、前日の米

国株市場においてハイテク株が軟調であった流れを引き継ぎ半導体関連銘柄中心に売り先行で始まると、新型コロナウイルスの感

染拡大が続いていることや、米主要企業の決算などの連休中のイベントに対する警戒感から利益確定売りが膨らみ、下落して引け

ました。

２．日本株市場 先週の振り返り ～ 根強い景気回復期待と、新型コロナウイルスの感染拡大懸念や連休中のイベント

に対する警戒感に挟まれ、概ね横ばい ～

３．今週の主な予定

※ 当社が信頼できると判断した情報に基づき作成

～ 日米の決算内容を見極める姿勢が強まる中、新型コロナウイルスの感染拡大や米

中関係の悪化懸念が重しとなり、軟調な展開 ～

日本 決算発表　：

7/27 中外製薬､日東電工、日立建機 7/28 ｵﾑﾛﾝ、ｷﾔﾉﾝ、ｼﾏﾉ、ﾌｧﾅｯｸ、信越化
学工業、小糸製作所、日産自動車､日立金属、東京ｴﾚｸﾄﾛﾝ、HOYA 7/29 ｴﾑｽ
ﾘｰ、ﾋｭｰﾘｯｸ、三井住友FG、日本取引所ｸﾞﾙｰﾌﾟ、東京ｶﾞｽ、花王、野村HD、野村
総合研究所、ANAHD、LINE 7/30 ｱｺﾑ、ｱﾄﾞﾊﾞﾝﾃｽﾄ、ｵﾘｴﾝﾀﾙﾗﾝﾄﾞ、ﾊﾟﾅｿﾆｯｸ、ﾙ
ﾈｻｽｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ、三菱電機、京ｾﾗ、味の素、大日本住友製薬、大東建託、大阪
ｶﾞｽ、太陽日酸、ｺﾏﾂ、小林製薬、日本M&Aｾﾝﾀｰ、日立製作所、JR東日本、東邦
ｶﾞｽ、TDK、ZOZO 7/31 みずほFG、ｱｲｼﾝ精機、ｷｰｴﾝｽ、ｺｰｾｰ、ﾃﾞﾝｿｰ、ﾏｷﾀ、
ﾛｰﾑ、三井物産、中部電力、住友電気工業、大和証券ｸﾞﾙｰﾌﾟ本社、小田急電
鉄、小野薬品工業、日本たばこ産業、日本通運、日本電気、村田製作所、東洋
水産、JR東海、清水建設、JR西日本、豊田自動織機、豊田通商、関西電力、
AGC、KDDI、MonotaRO、SCSK、SGﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ、TOTO、Zﾎｰﾙﾃﾞｨﾝｸﾞｽ

海外 決算発表　：

7/27 LVMH ﾓｴﾍﾈｼｰ･ﾙｲｳﾞｨﾄﾝ、SAP 7/28 ｱﾑｼﾞｪﾝ、ｽﾀｰﾊﾞｯｸｽ、ﾌｧｲｻﾞｰ、3M、ｱ
ﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ・ﾏｲｸﾛ・ﾃﾞﾊﾞｲｾｽﾞ、ｲｰﾍﾞｲ、ﾋﾞｻﾞ、ﾏｸﾄﾞﾅﾙﾄﾞ 7/29 ｳﾞｧｰﾚ、ｸｱﾙｺﾑ、ｸﾞﾗｸｿ・
ｽﾐｽｸﾗｲﾝ、ｻﾉﾌｨ、ｽﾎﾟﾃｨﾌｧｲ、ｾﾞﾈﾗﾙ・ｴﾚｸﾄﾘｯｸ、ｾﾞﾈﾗﾙﾓｰﾀｰｽﾞ、ﾄﾞｲﾂ銀行、ﾊﾞｰｸ
ﾚｲｽﾞ、ﾌｪｲｽﾌﾞｯｸ、ﾍﾟｲﾊﾟﾙ、ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ　7/30 ｱｯﾌﾟﾙ、ｴﾙﾒｽ・ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ、ｸﾚﾃﾞｨ・ｽ
ｲｽ、ﾀﾞﾉﾝ、ﾈｽﾚ、ｱｽﾄﾗｾﾞﾈｶ、ｱﾏｿﾞﾝ、ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ、ｴｱﾊﾞｽ、ｸﾗﾌﾄ・ﾊｲﾝﾂ、ｻﾑｽﾝ電
子、ﾌｫﾙｸｽﾜｰｹﾞﾝ、ﾌｫｰﾄﾞ・ﾓｰﾀｰ、ﾌﾟﾛｸﾀｰ・ｱﾝﾄﾞ・ｷﾞｬﾝﾌﾞﾙ、ﾏｽﾀｰｶｰﾄﾞ、ﾙﾉｰ、ﾛｲﾔ
ﾙ・ﾀﾞｯﾁ・ｼｪﾙ 7/31 BNPﾊﾟﾘﾊﾞ、ｴｸｿﾝﾓｰﾋﾞﾙ、ｷｬﾀﾋﾟﾗｰ、ｼｪﾌﾞﾛﾝ、ﾒﾙｸ、ﾛｲﾔﾙﾊﾞﾝｸ
ｽｺｯﾄﾗﾝﾄﾞｸﾞﾙｰﾌﾟ、ﾌｨｱｯﾄ・ｸﾗｲｽﾗｰ

決算発表予定　他日程 曜日 国・地域 項目 前回

中国 工業利益（前年比） 6月 +6.0％
ドイツ IFO企業景況感指数 7月 86.2
米国 耐久財受注（前月比） 6月 +15.7％

消費者信頼感指数 7月 98.1
FOMC（米連邦公開市場委員会）29日まで

欧州 ユーロ圏失業率 6月 +7.4％
GDP（国内総生産）（前期比） 4-6月期 ▲2.2％
CPI（消費者物価指数）（前年比） 7月 +0.9％

米国 GDP速報値（年率/前期比） 4-6月期 ▲5.0％
失業率 6月 +2.9％
鉱工業生産（前月比） 6月 ▲8.9％
非製造業PMI（購買担当者景気指数） 7月 54.4
製造業PMI 7月 50.9
ユーロ圏GDP速報値（前期比） 4-6月期 ▲3.6％
ユーロ圏CPI（除食品・エネルギー・たばこ/前年比） 7月 +0.8％
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